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学校目標 ふるさとを愛し、共に学び、心豊かにたくましく生きる「仁比山っ子」の育成 

にこにこ笑顔であいさつ いっしょうけんめい無言で掃除をする やさしさいっぱいなかよくする子 

まじめにこつこつ勉強する子 ○っ  こころと体をきたえ 進んで運動する子 

 

この人を知っています

か？宇宙飛行士 野口

聡一さんです。現在、

国際宇宙ステーションに滞在中

です。野口聡一さんと他の４人

が乗った新型宇宙船クルードラ

ゴンは、１１月１５日、アメリ

カのケネディ宇宙センターから

国際宇宙ステーションに向けて

打ち上げられまし

た。そして、打ち

上げから２７時間かけて国際宇宙ステーションへ行き

ました。野口聡一さんは今回３回目の宇宙滞在です。

野口さんは６ヶ月間の滞在で、細胞をつかった実験な

どに取り組みます。６ヶ月間地球を離れて未来のため

地球のために仕事をされます。 

さて、こんな大変な仕事をされる野口さんですが、小さい頃はどんなこどもだったと思います

か。野口さんの小学校時代を調べてみました。（右）

インタビューによると、「チームスポーツを通して、

チームスピリッツを養う機会があったと思う、そうで

す。みんなと一緒に何かに取り組むことや、自分が今

までできなかったことを力をつけてできるようにがん

ばったりすることで、新しい世界がみえてきて目標を

達成できることが面白かった。」ということです。 

野口さんは高校時代に「宇宙からの帰還」

という本に出会い、スペースシャトルのこと

をしりました。それから専門の大学にいって

学ばれたのですが、すぐに宇宙飛行士になっ

たのではありません。「回り道をして結果的

にいい方向にすすめた。」と野口さんは言っ

ています。 

野口さんは、小学生など子どもたちに次の

ようなメッセージを伝えておられます。「宇

宙飛行士になるためというよりも、大人になってから好きなことを仕事にしたり、夢を実現した

りするために伝えたいのは・・・体を鍛えることも大切ですし、大勢の人と一緒に何かを作り出



すチームワークをいろいろな場面で身に付けることも大切。日本

以外で働くなら、語学の勉強も大切。「やる気の積み重ね」をして

ほしい」 

船内での様子について・・・鯖の缶詰やそのほかいろいろな宇

宙食があるようです。（右）船内の生活は地上と

違って無重力で仕事は大変だけど、いろいろな

楽しみをみつけて仲間と協力してすごしておら

れるようですね。 

野口さんの話をしてきま

したが、このクルードラ

ゴンの打ち上げ成功をうけて、宇宙

旅行の夢が近づきました。将来、宇

宙旅行ができるようになっているか

もしれませんね。 

宇宙のはてはどうなっているのでし

ょうね。宇宙には、ほかの生物がい

るのでしょうか。謎がたくさんです

ね。「はやぶさ２」が持ち帰った小惑星りゅうぐうの石や砂

でまた、宇宙の謎が少しずつ解明されるでしょう。 

大人になって、宇宙飛行士になるだけでなく、宇宙食を作

った高校生のように宇宙に関係する仕事につくかもしれま

せん、将来が楽しみです。 

全校朝会の前日 国際宇

宙ステーションが見えた

とのことでした。私は見

られず・・残念でした。

JAXA のサイトで今後の予

定を調べてみました。ご

家庭で探してもいいで

すね。（児童のみなさん、

夜、子どもだけで見ない

ようにね） 


